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2013 年後半話題となった彗星のその後と 
2014 年の展望 

沼田博邦（北茨城星の会）  
 

1. はじめに 

 2013 年は彗星の年だった。1 月のリニア彗

星（C/2012K5）、3 月から 7 月にかけてのパ

ンスターズ彗星（C/2011L4）、レモン彗星

（C/2012F6）、そして 10 月を過ぎると大彗

星になると予想されていたアイソン彗星

（C/2012S1）、ラブジョイ彗星（C/2013R1）
エンケ彗星（2P）、大バーストして明るくな

ったリニア彗星（C/2012X1）、暗いが望遠鏡

で何とか写るネフスキー彗星（C/2013V3）、
ブルーイントン彗星（154P）など、肉眼彗星、

小望遠鏡で観測・撮影可能な彗星が目白押し

だった。 
 本誌 1 月号では、2013 年後半に話題とな

った彗星の報告が掲載されたが、その彗星が、

その後、どうなったか見ていきたい。 
 
2．話題となった彗星のその後 

2.1 アイソン彗星（C/2012S1） 

 2013 年 11/29 の近日点通過に向けて順調

に増光していったが、太陽接近時に、蒸発し

た。そのかけらがまだ残っている可能性があ

るとみて、12 月上旬から、私も広範囲にわた

り撮影したが何も写らなかった。NASA の発

表によると、12/18 にハッブル宇宙望遠鏡で

彗星の残骸の観察を試みたが、画像には何も

写っておらず、完全に蒸発したか破片しか残

っておらず、破片が 160m 以上あれば、25 等

級で観測されるので、見つからないというこ

とは、もっと小さいだろうとのこと。 
 
2.2 ラブジョイ彗星（C/2013R1） 

 11 月上旬から明るさが増し 11 月中旬です

でに肉眼彗星になっておりアイソン彗星より

も大きく明るかった。アイソン彗星蒸発で、

主役の座についてしまった感がある。 

 
図 1 ラブジョイ彗星の光度の推移 

（吉田誠一氏の HP より引用、以下同） 

 
 その光度は図 1 に示す光度グラフとほぼ一

致しているようだ。 
 11 月～12 月にかけてのラブジョイ彗星の 
様子は本誌 1 月号を参照するとして、それ 
以降の様子を紹介する。 

 
図 2 1月 1日のラブジョイ彗星 
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 図 2 に 1/1 の写真を示す。コマも大きくテ 
ールも長く、画面いっぱいの大きさだった。 
 図 3 に 1/23 の写真を示す。1/1 の半分程度

の大きさになった。肉眼では確認できず、双

眼鏡でなんとかわかる程度の大きさだった。 

 
図 3 1月 23日のラブジョイ彗星 

 
 図 4 に 1/27 の写真を示す。テールも短く

なり、小さくなった。双眼鏡では確認できな

かった。 

 
図 4 1月 27日のラブジョイ彗星 

 
 図 5 に 2/1 の写真を示す。この一ヶ月でこ

こまで小さくなるのかというぐらい小さくな

った。等級も 8～9 等星程度と思われる。こ

の と き に は 、 後 述 す る 、 リ ニ ア 彗 星

（C/2012X1）と同等の大きさになったようだ。 
 2014 年 2 月現在、へびつかい座にあるが、

この後、さらに減光し、周期彗星となり、へ

び座、たて座の方向へ移動する。3 月の下旬

には 12 等級台になり、観測・撮影はこの時

期までと考えている。 

 
図 5 2月 1日のラブジョイ彗星 

 
2.3 リニア彗星（C/2012X1） 

 2013 年 10 月中旬に大バーストして、14
等級から 8 等級まで増光した。増光後の写真

を図 6 に示す（本誌 1 月号にも掲載したが、

画像処理をやり直し、鮮明にした）。 

 
図 6 2013年 11月 14日のリニア彗星 

 
 その後、一旦、10 等級程度に減光し、写真

に写らなくなった。しかし、12 月下旬ぐら 
いから、エメラルドグリーンに写るように 
なってきたとの情報から、撮影を開始した。 
 図 8 に 1/1 の写真を示す。確かにエメラル

ドグリーンの色は確認できたがテールまでは 
確認できなかった。しかし、昨年よりもコマ

が大きくなったのが確認できた。 
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図 7 リニア彗星の光度の推移 

 

 
図 8 1月 1日のリニア彗星 

 
 次に図 9 に 1/13 の写真を示す。この日は、 
20cm 反射鏡にて撮影してみた。コマが 
はっきりしているしテールも若干ではある 
が伸びているのが確認できた。  

 
図 9 1月 13日のリニア彗星 

 図 10 に 1/23 の写真を示す。再び、10cm
屈折鏡での撮影である。コマもテールもはっ

きりし、かなり増光してきた様子がうかがえ

る。 

 
図 10 1月 23日のリニア彗星 

 
 図 11 に 1/27 の写真を示す。テールはそれ

ほど長くもないがコマが大きくなったようだ。 

 
図 11 1月 27日のリニア彗星 

 
 図 12 に 2/1 の写真を示す。色が鮮やかに

なり、テールはそれほど長くないがコマが大

きいのがわかる。 
 同日のラブジョイ彗星と比較すると、同じ

ぐらいの大きさになったようだ。 
 リニア彗星は図 7 に示すよう、増光、減光

が遅く、現在も増光中で、4 月中旬に最大光

度になる見通し。 
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 とはいえ、8 等級なので、現在の写真とそ

れほど変わらないと考える。尚、2014 年 2
月現在、ラブジョイ彗星と同様、へびつかい

座にあり、わし座、みずがめ座、みなみのう

お座、つる座と移動し、8 月中旬には地平線

下に入ってしまい見えなくなる。9 等級台で

8 月上旬あたりが観測・撮影の限界と思われ

る。 

 
図 12 2月 1日のリニア彗星 

 
2.4 ネフスキー彗星（C/2013V3） 

 私は 12 月上旬に撮影に成功したが、その

後なかなか入らず、いまだに撮影に至ってい

ない。光度も 12 等級台まで落ちている。本

彗星は、現在北斗七星付近にあり周期彗星と

なり一晩中みられる。そのまま、おおぐま座

付近にとどまり減光し、3 月の上旬には 13
等級後半にまで減光し、観測・撮影は不可能

になる。 

 
図 13 ネフスキー彗星の光度の推移 

2.5 エンケ彗星（2P） 

 本彗星は、2013 年 10 月ごろ 7～8 等級台

まで明るくなり、テールも長く楽しませてく

れた彗星である。 
 残念ながら、私は、本彗星は撮影できなか

った。現在は、太陽のまわり、やぎ座付近に

あり、等級も 17 等級まで落ちており、アマ

チュアではどうにもならない状態である。 
 
2.6 ブレウイントン彗星（154P） 

 2013 年の秋はペガスス座にあり、11 等級

台を保っていたが、2014 年 2 月現在は、さ

んかく座付近にあり、光度 13 等級である。 
 アマチュアでも撮影できたとの情報があり、

私も、チャレンジしているが、撮影できてい

ない。その後、4 月にはペルセウス座に移動

し、光度も 14 等級台に下がるため 2 月中に

何とか撮影してみたい。 

 
図 14 ブレウイントン彗星の光度の推移 

 
2.7 イエガー彗星（290P） 

 本彗星も、最大光度が 12 等級と暗いが、

撮影できたとの情報があり、撮影にチャレン

ジしているがまだ、撮れていない。現在は、

ふたご座付近にあり、光度 13 等級台。この

まま、減光しながらふたご座に入り 3 月上旬

には木星に接近するが、14 等級と、アマチュ

アでは無理である。 



－88－                 ■ 投   稿 ■ 
 

天文教育 2014年 3月号（Vol.26 No.2） 
 

 
図 15 イエガー彗星の光度の推移 

 
3．2014年の彗星の展望 

 2014 年は、際立って目立った彗星は現れな

い様子。しかし、いくつか、話題になりそう

な彗星を以下に紹介する。 
 
3.1  サ イ デ ィ ン グ ・ ス プ リ ン グ 彗 星

（C/2013A1） 

 2014 年 2 月現在、ろ座にあり、14 等級。3
月上旬には北半球から見えなくなるが、9 月

下旬から南の空に見え始める。光度は７等級

台まで明るくなる。10/19 にはさそり座と、

いて座の中間にあり、火星とニアミスする。 

 
図 16 サイディング・スプリング彗星の光度

の推移 

 その距離は 10 万 5 千 km と予想されてい

るが、別なデータによれば、5400km まで接

近する。また、火星と衝突する可能性もある

と報道されている。 
 
3.2 パンスターズ彗星（C/2012K1） 

 2014 年 2 月現在、ヘルクレス座にあり、

11 等級。撮影にチャレンジしているが、まだ

撮れていない。3 月には 10 等級、4 月にはう

しかい座付近で 8 等級と明るさを増し、10
月には 5 等級まで明るくなる予報。10 月は、

とも座付近にあり、夜半過ぎに観測できる。 

 
図 17 パンスターズ彗星の光度の推移 

 
3.3 ホームズ彗星（17P） 

 予報では、6 月におひつじ座にあり 15 等級

で、明け方に見える。13 等級止まりの予報だ 

 
図 18 ホームズ彗星の光度の推移 
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が本彗星を入れたのは、2007 年に大バースト

を起こし 2 等級まで明るくなったので、今回

もそれを期待してである。

3.4 ウカイムデン彗星（C/2013V5） 

 8 月にオリオン座ベテルギウス付近で 10
等級台で見え始め、その後増光し、9 月中旬

にはとも座付近で 5 等級になる。しかし、高

度が低いため観測に適さない。本彗星は、動

き、増光、減光ともに早く、9 月上旬にいっ

かくじゅう座で 7.5 等級の頃を狙うのがよい

と思う。

図 19 ウカイムデン彗星の光度の推移 

4．最後に 
2013 年は本当に彗星の年だった。ラブジョ

イ彗星、リニア彗星の 2 個の彗星は、現在（2
月中旬）になっても健在で、我々の目を楽し

ませてくれている。この 2 個の彗星が去った

後は、サイディング・スプリング彗星

（ C/2013A1 ） と パ ン ス タ ー ズ 彗 星

（C/2012K1）に注目したい。どちらも肉眼

彗星になりそうなので、2013 年ほどではない

が、我々の目を楽しませてくれるだろう。特

に、サイディング・スプリング彗星の火星と

のニアミスは、10cm の望遠鏡の同一視野に

入るため、観測・撮影の期待が大きい。ホー

ムズ彗星も帰ってくるので、7 年前の超大バ

ーストを期待して、執筆を終える。
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